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３
月
12
日
、「
伊
予
市
が
ん
ば
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
応
援
事
業
交

流
会
」
が
伊
予
市
役
所
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
新
聞
も
こ
れ
に

参
加
、
活
動
報
告
や
今
後
の
展
望

等
を
説
明
し
、
他
団
体
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
上

吾
川
地
区
で
活
動
し
て
い
る
「
い

よ
あ
か
り
」
さ
ん
と
は
『
竹
の
利

活
用
』
と
い
う
共
通
点
で
意
気
投

合
し
、
近
い
う
ち
に
コ
ラ
ボ
企
画

が
出
来
た
ら
と
い
う
話
に
発
展
。

今
後
の
展
開
に
期
待
で
す
。

交流会の様子

他
団
体
と
の
交
流

（文
責
）　

原
田　

浩
明

起点左岸

４
流
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

三
秋
川
は
、
森
川
流
域
に
含
ま

れ
、
本
川
を
森
川(

１
１
・
１
㎞)

と
し
、
一
次
支
流
と
し
て
三
秋
川

(

２
・
２
㎞)

、
二
次
支
流
と
し
て

荒
谷
川(

２
㎞)

、
烏
谷
川
が
あ
り

ま
す
。

　

三
秋
川
は
、
中
村
集
落
で
森
川

と
合
流
し
、
森
川
最
大
の
支
流
と

な
っ
て
い
ま
す
。
南
西
～
北
東
の

地
層
の
走
向
方
向
に
沿
っ
て
流
れ

る
適
従
河
川
で
、
源
流
は
明
神
山

(

標
高
６
３
４
ｍ)

の
麓
で
す
。
上

流
部
の
谷
合
い
（
姥
が
谷
）
に
は
、

三
秋
大
池
が
あ
り
ま
す
。

　

三
秋
大
池
の
下
流
放
水
路
下

に
、三
秋
川
の
起
点
が
あ
り
ま
す
。

左
岸
側
に
、
標
柱
と
指
示
ポ
ー
ル

（（
二
）三
秋
川
上
流
端
愛
媛
県
）。

右
岸
側
に
標
柱
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
標
柱
も
１
２
㎝
角
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
で
、
上
面
は
面
取
り

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
上
部
の
高
さ

は
約
３
０
㎝
で
す
。
上
部
に
は
真

鍮
製
の
指
標
（
直
径
６
㎝
）
が
あ

り
＋
の
極
印
と
河
川
端
の
表
示
が

あ
り
ま
す
。

　

三
秋
川
の
河
床
に
は
、
六
角
柱

の
柱
状
節
理
の
発
達
し
た
黒
雲
母

安
山
岩
の
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い

ま
す
。
三
秋
川
と
烏
谷
川
の
上
流

部
に
は
溜
池
が
あ
る
た
め
、
溜
池

の
な
い
荒
谷
川
や
、
荒
谷
川
の
支

流
で
あ
る
石
尾
谷
川
の
上
流
の
谷

筋
か
ら
流
れ
出
る
土
砂
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

起点

　

旧
伊
予
市
の
主
要
河
川
流
域

は
、①
森
川
流
域
②
市
街
地
流
域
③

大
谷
川
流
域
④
長
尾
谷
川
流
域
の

三
秋
川
の
起
点

（文
責
）　

日
山　

貞
治

①
神
野
昌
直
（
ジ
ン
ノ
マ
サ
ナ

オ
）・
総
代
・
54
歳
・
昔
は
木
を
真

っ
す
ぐ
に
切
る
こ
と
も
出
来
な
い

ポ
ン
コ
ツ
で
し
た
が
、
生
活
必
需

上
、
少
し
ず
つ
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
取
り
組

み
だ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
三
秋
で
生
活
さ
せ
て
頂
い
て
20

余
年
、
２
人
の
子
供
も
元
気
に
明

る
く
社
会
人
と
し
て
成
長
し
ま
し

た
。
蛍
が
今
で
も
観
察
で
き
る
、

自
然
あ
ふ
れ
る
こ
の
三
秋
と
い
う

地
域
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
出
来

る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
未

曽
有
の
事
態
に
よ
り
、
様
々
な
制

限
が
今
も
な
お
継
続
さ
れ
て
い
る

こ
の
ご
時
世
で
す
が
、
自
分
な
り

に
精
一
杯
努
め
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

③
地
域
活
性
に
向
け
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
毎
回
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

④
先
ず
は
、
健
康
で
安
全
安
心
あ

る
暮
ら
し
が
大
事
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
様
々
な
事
情
に
よ
り
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い

日
常
が
続
き
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。段
階
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
元
の
平
常
な
日
々
に
戻

す
べ
く
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
た
が
、
何
分
に
も
初
め
て
の
こ

と
で
す
の
で
、
至
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
す
が
、
皆
さ
ま
に
助
け
て

頂
き
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

①
高
井
龍
美
（
タ
カ
イ
タ
ツ
ミ
）・

専
務
総
代
・
66
歳
・
生
き
物
の
飼

育
（
メ
ダ
カ
、
山
羊
、
烏
骨
鶏
他
）

②
三
秋
地
区
の
行
政
・
防
災
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
少
し

で
も
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
終
わ
り
、
今
ま

で
中
止
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
行
事

に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
、
周
り

を
巻
き
込
み
、
活
発
に
推
進
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

③
三
秋
地
区
の
行
事
、
特
に
子
供

た
ち
の
記
事
を
目
に
す
る
と
ほ
っ

こ
り
と
し
ま
す
。
今
で
は
少
人
数

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
供
た
ち
を

み
あ
き
新
聞
を
通
し
て
知
る
こ
と

が
で
き
、大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

④
年
令
だ
け
は
と
っ
て
し
ま
い
ま 左から神野新総代・西村区長・高井新専務総代

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
役
職
・
年

令
・
趣
味
特
技
等

②
新
年
度
へ
の
抱
負
に
つ
い
て

③
地
域
新
聞
み
あ
き
に
期
待
す
る

こ
と
或
い
は
思
う
こ
と

④
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　

今
年
度
（
令
和
５
年
度
）
改
選

と
な
り
ま
し
た
新
役
員
２
名
の
方

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
以
下
次

の
形
式
に
て
記
載
。

新
任
役
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

総会終盤の様子

　

３
月
12
日
、「
令
和
４
年
度
三
秋

地
区
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
４
年
度
の
活
動
報
告

及
び
会
計
報
告
等
が
行
わ
れ
た

後
、
総
代
（
２
名
）、
各
組
長
・
副

組
長
、
神
社
総
代
の
改
選
が
行
わ

れ
、
滞
り
な
く
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。
旧
役
員
の
方
、
一
年
間
お

疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
新
役

員
の
方
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

通常総会開催の様子

（文
責
）　

原
田　

浩
明

三
秋
通
常
総
会
開
催
、

　
　

新
年
度
ス
タ
ー
ト

地域新聞みあきの公式インスタ
グラムの方でも随時情報をUPし
ております。こちらのフォロー
の方も宜しくお願いします。

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景やお
祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡くださ
い。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちしております。 
★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　etc・・・。
自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集委員もしくは、
メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

編   集    後    記
先日、防災士フォローアップ研修に参加してきました。主に、
家庭で使用する身近な防災用品について、使用訓練を行いな
がら、効果的な使用方法を学びました。地震の時、最も多い
のは、家具の転倒によるケガだそうです。ここ最近また地震
が頻発しています。まずは、家具の転倒防止対策から防災対
策はじめてみては如何でしょうか。

誤:第16号のクイズの正解者は残念ながらいませんでした。　
正:第17号の当選者は西予市の徃田さんです。おめでとうござ
います。

誤:第16号のクイズの答えと解説　
正:第17号のクイズの答えと解説

本紙第 18 号の内容に誤りがありましたので、下記の通り訂正い
たします。ご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫び申し
上げます。

お詫びと訂正

第 18 号の当選者は、
伊予市の高岡さんで
す。おめでとうござい
ます。

　また参道には、本堂
大改修時（平成３年３
月）の寄附石の芳名に
も御三家関係の城戸恒
氏・明関和雄氏・岡部
悦雄氏の名前がありま
す。

城戸豊吉　　明治２４年～昭和４０年
　　　　　　ヤマキの創業者で初代伊豫市長
明関ナツヨ　マルトモの創業者・明関友市（明治１６年
　　　　　　～昭和３１年）の妻
岡部イチノ　彌満仁（ヤマニ）の創業者・岡部仁左衛門（明
　　　　　　治１６年～昭和３５年）の妻

解説　     

答え　①城戸豊吉…（ヤマキ）　②明関ナツヨ…（マルトモ）
　　　③岡部イチノ…（彌満仁・ヤマニ）

第18号のクイズの答えと解説

応募フォームこちら
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2023年9月4日（月）必着
当選発表　本紙第20号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外の目的
では使用いたしません。

①ク イ ズ の 答 え 　お さ
んぽなんよ号－(   ) 　鬼
列車－(    ) 　すまいるえ
き ち ゃ ん 号－(   )　②住
所③氏名④年令⑤本紙の
感想（どの記事が良かっ
たか）などを明記の上、
郵便ハガキ・Ｅメール・
公式 HP の応募フォーム
（下記の QR コードから
アクセス）のいずれかに
てご応募ください。正解
者の中から抽選で１名の
方に図書カード５００円
分をプレゼントいたしま
す。

応 募 方 法

A

B

C

Q.Ａ～Ｃの車両は、次のうちど
の名称で呼ばれていますか。

三秋地区を、北東から南西に縦断するＪＲ四国予讃線の「愛
ある伊予灘線」を経由する３種類のラッピング車両（気動
車）です。

読者プレゼントコーナー 
～ラッピング車両に関するクイズ～  

性別：女の子　
年令：３歳くらい？
種類：茶トラの雑種　
２年前に、会社の倉庫に迷い込
んできて引き取ることになり、
家族の一員になりました。
性格：ご主人が出勤する時のお
見送り、帰宅した時のお出迎え
をしてくれる優しい子です。で
も時々、好き勝手でわがままな
一面もあります。

No.10 亀岡　修さんの「クー」ちゃん

うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

文章で丁寧に紹介しています。例えば夏ならば、「夏の畑」「夏のドン
グリ」「夏の虫いろいろ」「樹液レストラン」「ウンコの宝石」「飛んで
灯に入る夏の虫」「卵のおしゃれ」など、定番はもちろん、ユニークな
切り口も面白い。
　子どもが拾ってくるものは、ついつい汚いもの、いらないものと思
いがちですが、子どもたちが自然の中に感じたものを大切にしたいで
すね。生まれた好奇心や深まる感性は、大人になってからも必ず自分
を支えてくれます。
　もうすぐ三秋も蛍が飛ぶ頃でしょうか。蛍をコレクションすること
はできませんが、暗闇を舞う光を見て、子どもたちは何を感じるのか。
傍らには大人がいて、子どもたちは安心して未知の世界へと足を踏み
入れます。多世代が参加する「ほたるまつり」で人の温もりを感じな
がら、自然と触れ合えるといいですね。その記憶は必ず、大人になっ
ても残ります。忘れているようでもふとした折に、蛍を見た夜を思い
出す。自分が育った三秋の自然が心にあるのです。

　大人にとっては見慣れた風景で
も、子どもたちは自然の中にいろい
ろな楽しみを見つけます。ドングリ
や葉っぱ、小石や小枝など、飽きも
せず拾っては溜めていく作業も、子
どもの得意技ですね。かくいう私も、
幼いころダンゴムシを集めた記憶が
あります。今となっては、集めた後
のことは覚えていないのですが…
　「自然のなかの宝さがし」という素
敵な副題が付いているこの本。子ど
もの頃からモノを拾い集めるのが好
きだった著者が、春夏秋冬で採取し
たものを分類し、繊細なイラストと

『ぼくのコレクション　自然のなかの宝さがし』
盛口満（文・絵）福音館書店

みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



令和５年２月２４日の日没後の午後７時頃、西の空に三
つの明るい星が並んでいるのが見られました。上から三
日月・木星・金星の順です。天候もよく、はっきり見る
ことができました。これらの惑星や衛星は、日々位置が
変化していたので、並んで見られたのも数日間でした。 

【タイトル】西の空の天体ショウ

やぐら

吐け口 鳥居建

鳥居建（とりいだて）は取水施設
の一つで、溜池の水を下流に流す
ための装置です。今では、斜樋と
呼ばれる施設で取水量の調整がで
きる溜池栓を、堤防上にある斜樋
ハンドルで調整しています。
　現在、コンクリート製の鳥居建
の柱は残っていますが、筆木（木
栓）はありません。製作年が柱に
刻まれていますが、剥離や侵食で
読み取ることができません。堤防
上の斜樋ハンドルの囲いに昭和四
十二年（１９６７）とあることか
ら、それまでの間使用されていた
ものだと思います。

【タイトル】
三秋大池の鳥居建

みあき写真館 （写真）　日山　貞治

西願寺の戒壇石

　

律
宗
や
禅
宗
な
ど
の
寺
院
の
前

に
立
て
て
い
る
結
界
石
で
、
石
段

を
上
が
り
山
門
の
前
の
右
側
に
、

戒
壇
石(

か
い
だ
ん
せ
き)

が
あ
り

ま
す
。
安
山
岩
の
台
石
の
上
に
、

幅
二
十
四
㎝
高
さ
百
七
十
五
㎝
の

花
崗
岩
製
で
す
。

　

石
柱
の
正
面
に
は
、「
不
許
葷
酒

入
山
門
」
葷
酒
山
門
に
入
る
を
許

さ
ず
と
書
か
れ
て
お
り
、
臭
い
が

強
い
野
菜(

ね
ぎ
・
に
ら
・
に
ん
に
く)

は
、
他
人
を
苦
し
め
る
と
共
に
、

自
分
の
修
行
を
妨
げ
、
酒
は
心
を

乱
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
口
に
し
た

者
は
清
浄
な
寺
内
に
入
る
こ
と
を

許
さ
な
い
と
言
う
事
で
す
。
裏
面

に
は
、
寛
政
十
二(

一
八
〇
〇)

庚

申
二
月
日
／
四
世
代
／
施
主
恵
林

と
あ
り
ま
す
。

（文
責
）　

日
山　

貞
治

戒
壇
石

しっかりと手を挙げて横断

信号機の色をしっかりと確認

　

４
月
17
日
、
北
山
崎
小
学
校
に

て
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
伊
予
警
察
署
交
通
課
の
方
や

交
通
安
全
協
会
の
指
導
員
の
方
の

指
導
の
下
、
新
一
年
生
た
ち
は
、

道
路
の
歩
き
方
、
横
断
歩
道
の
渡

り
方
、
信
号
の
見
方
を
教
わ
り
、

実
際
の
道
路
に
見
立
て
た
模
擬
道

路
で
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん

な
緊
張
し
な
が
ら
も
、
教
わ
っ
た

こ
と
を
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
歩
い
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く

守
っ
て
安
全
な
登
下
校

（文
責
）　

原
田　

浩
明 久保心愛さん【左】と竹本和葉さん【右】

河野魁心 君 

　

今
年
、
高
校
生
に
な
り
ま
し
た

河
野
翔
大
（
こ
う
の
し
ょ
う
だ
い
）

君
で
す
。
河
野
さ
ん
家
５
人
の
お

子
さ
ん
の
２
番
目
の
子
供
さ
ん
で

す
。
幼
い
頃
を
知
る
三
秋
の
方
々
、

成
長
の
早
さ
を
実
感
し
ま
す
ね
。

　

今
年
、
中
学
生
に
な
り
ま
し
た

河
野
魁
心
（
こ
う
の
か
い
し
ん
）

君
で
す
。
小
学
校
の
１
番
の
思
い

出
は
、
陸
上
大
会
の
練
習
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
面
白
さ
に

目
覚
め
、
中
学
校
で
は
野
球
部
に

入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
小
学
生
に
な
り
ま
し
た

久
保
心
愛
（
く
ぼ
こ
こ
あ
）
さ
ん

で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
は
水
色

に
し
ま
し
た
。
学
校
ま
で
遠
い
け

ど
、
頑
張
っ
て
歩
い
て
行
き
た
い

で
す
。
楽
し
い
学
校
に
な
る
と
い

い
な
。

　

同
じ
く
小
学
生
に
な
り
ま
し
た

竹
本
和
葉
（
た
け
も
と
か
ず
は
）

さ
ん
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
は

薄
紫
色
に
し
ま
し
た
。
練
習
し
て

平
仮
名
も
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
好
き
な
こ
と
は
、
縄
跳
び

で
す
。
学
校
で
の
勉
強
が
楽
し
み

で
す
。

卒
業
・入
学
お
め
で
と
う

（文
責
）　

稲
多　

早
苗

種レンコンを植え付ける３人

　

４
月
12
・
16
日
、
種
レ
ン
コ
ン

掘
り
出
し
及
び
そ
の
植
え
付
け
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
５
月
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
毎
年
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ

せ
を
頂
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
は
、
作
付
け
面
積
を
ほ
ぼ
２
倍

に
拡
大
。
ま
だ
未
体
験
の
方
に
も

来
て
頂
き
、『
三
秋
蓮
根
』
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
を
抱
き
な
が
ら
、
各
作
業
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

種レンコンを掘り出す皆さん

三
秋
蓮
根
今
年
は
倍
に

（文
責
）　

原
田　

浩
明

　

三
秋
地
区
内
の
某
所
、
と
あ
る

人
物
か
ら
の
情
報
を
元
に
現
地
に

行
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
現
れ
た

の
は
・
・
・
！
三
秋
大
池
の
大
蛇
伝

説
を
彷
彿
さ
せ
る
一
枚
が
撮
れ
た

の
で
、
掲
載
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
何
に
見
え
ま
す
か
？

別の角度から 木に巻き付く大蛇？

伝
説
の
大
蛇
現
る
⁉

（文
責
）　

原
田　

夏
子

端踏切

下三秋踏切

　

踏
切
は
、
鉄
道
と
道
路
が
平
面

で
交
差
す
る
場
所
で
す
。
設
備
の

程
度
で
四
種
類
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
警
報
機
と
遮
断
機
を

備
え
た
も
の
が
第
一
種
。
警
報
機

の
み
が
第
三
種
。
警
報
機
も
遮
断

機
も
な
く
、
踏
切
警
標
だ
け
の
も

の
が
第
四
種
で
す
。
第
二
種
は
、

警
報
機
が
あ
っ
て
、
係
員
が
手
動

で
遮
断
機
を
作
動
さ
せ
る
タ
イ
プ

で
す
が
、
日
本
国
内
に
は
現
在
は

あ
り
ま
せ
ん
。Ｊ
Ｒ
四
国
の
予
讃
線

海
回
り
で
、
三
秋
地
区
に
は
第
四

種
の
踏
切
が
二
箇
所
あ
り
ま
す
。

下
三
秋
踏
切
と
端
踏
切
で
す
。
ど

ち
ら
も
、
列
車
の
接
近
を
知
ら
せ

る
警
報
機
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

こ
こ
に
は
、
同
じ
道
路
標
識
が
あ

り
、
軽
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
以
外
の
自
動
車

は
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

踏
切
標
示
板
に
、
下
三
秋
踏
切
は

予
讃
線
高
松
駅
か
ら
の
距
離
が
２

０
９
ｋ
４
４
５
ｍ
、
端
踏
切
が
２

１
１
ｋ
７
１
９
ｍ
と
あ
り
、
こ
の

間
の
距
離
が
２
ｋ
２
７
４
ｍ
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
踏
切

で
は
、
一
時
停
止
し
て
目
で
左
右

の
確
認
、
耳
で
列
車
が
来
て
い
な

い
か
音
で
確
認
し
て
、
慎
重
に
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。

第
四
種
踏
切

　
　
　

（下
三
秋
・端
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
旧
三

秋
村
の
溜
池
姥
ヶ
池
か
ら
、
三
秋

大
池
と
改
め
ら
れ
、
そ
れ
以
降
五

度
の
か
さ
上
げ
工
事
が
な
さ
れ
、

森
川
下
流
域
の
重
要
な
用
水
と
し

て
、
大
切
な
役
割
を
は
た
し
て
き

ま
し
た
。

①
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

②
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

③
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）

④
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

⑤
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
か

さ
上
げ
工
事
を
実
施
。

　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
の
『
伊

予
市
溜
池
調
書
』
に
よ
る
と
、
三

秋
大
池
の
か
ん
が
い
面
積
一
八
六

ｈ
ａ
、
貯
水
量
三
八
万
㎥
、
堤
防

高
十
六
・
三
ｍ
、
堤
防
長
一
一
六

ｍ
、
満
水
面
積
六
・
四
ｈ
ａ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

端
集
落
の
北
側
、
小
高
い
丘
の

上
に
あ
る
佐
右
衛
門
の
墓
は
、
砂

岩
製
の
円
頂
方
形
墓
で
、
一
重
の

火
灯
枠
が
あ
り
ま
す
。
正
面
に
は
、

釋
明
好
秋
運
墓
と
あ
り
、
右
面
に

元
禄
七
（
一
六
九
四
）
甲
戌
歳
、

左
面
に
八
月
十
六
日
と
あ
り
ま

す
。
松
前
町
大
字
筒
井
の
善
正
寺

に
は
位
牌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
元

禄
七
甲
戌
歳
／
八
月
十
六
日
／
俗

名
／
佐
右
衛
門
と
あ
り
ま
す
。

　

山
門
手
前
向
か
っ
て
右
側
の
ソ

テ
ツ
の
傍
に
、
文
保
二
年(

一
三
一

八)

に
遷
化
（
死
去
）
し
た
開
山
仏

照
禅
師
の
墓
塔
か
供
養
塔
に
関
係

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

宝
筺
印
塔
の
基
礎
部
分
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
き
さ
や
側
面
の
模

様
・
石
質
か
ら
、
鎌
倉
時
代
後
期

末
か
ら
南
北
朝
時
代
の
前
半
に
あ

た
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
伊
予

市
で
は
、
最
も
古
い
宝
筺
印
塔
だ

と
思
い
ま
す
。

が
あ
り
、
中
央
に
は
題
目
塔
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
柱
状
石
の
竿

石
で
、
正
面
に
南
妙
法
蓮
華
経
と

線
刻
で
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
く

に
残
さ
れ
て
い
る
手
水
鉢
は
、
花
崗

岩
製
の
小
型
の
も
の
で
、
奉
／
天
保

五
年
（
一
八
三
四
）
／
八
月
吉
日
で

す
。

　

明
神
山
の
山
頂
付
近
に
、
黒
雲

母
安
山
岩
の
石
積
み
が
残
る
基
壇

　

西
願
寺
の
北
の
山
の
斜
面
に
越

智
家
の
歴
代
墓
所
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
、
宝
永
七
庚
寅
年
（
一
七
一

〇
）
の
砂
岩
製
の
笠
付
方
形
墓
が

あ
り
、
越
智
氏
と
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
文
化
三
丙
寅
年
（
一

八
〇
六
）
の
砂
岩
製
の
卵
塔
に
は
、

越
智
喜
平
治
通
善
の
塔
身
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
秋
村
の
紹
介(

五
項
目)

　

寛
政
十
二
年(
一
八
〇
〇)

に
、

収
録
さ
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
地

誌
『
豫
州
大
洲
領
御
替
地
古
今
集
』

に
記
載
さ
れ
た
三
秋
地
区
の
内
容

の
検
証
を
し
て
み
ま
し
た
。

『豫
州
大
洲
領
御
替
地

古
今
集
』で
紹
介
さ
れ

た
三
秋
の
記
録
２

（文
責
）　

日
山　

貞
治


